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（作成）姫路経済研究所

姫路市の人口推移及び将来推計人口

【2015年 ⇒ 2045年】
30年後 総人口 約７万人減少（５３万人 ⇒ ４６万人）

◆年少人口（14.0％⇒11.9％）◆生産年齢人口（60.7％⇒53.5％）
◆老年人口（25.2％⇒34.6％）
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姫路市の年齢3層別人口と人口ピラミッド

（作成）姫路経済研究所
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姫路市内６９小学校区別人口増減率

（作成）姫路経済研究所
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世帯類型別推移及び推計

【2015年 ⇒ 2045年】
◆世帯合計 約15,447世帯減少（212,444世帯 ⇒ 196,997世帯）



人口減少による悪循環イメージ

人 口 減 少

生活関連サービス

の縮小

（小売・飲食・

娯楽・医療機関等）

税収減による

行政ｻｰﾋﾞｽ

水準の低下

公共交通の

撤退・縮小

空き家、

空き店舗、

工場跡地、耕

作放棄地等の

増加

地域組織の

担い手不足

（自治会、

消防団、

地域の祭り等）

学校の

統廃合

就業機会

（雇用）

の減少

地域コミュニティの

機能低下

生活利便性の低下 地域の魅力の低下

さらなる人口減少

需要の減少

（資料）国土交通省
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モノやサービスを生み出す
生産活動

生産活動に貢献した
主体への付加価値
（所得）の分配

所得から生まれる
消費需要

仕入

域外の
雇用者（通勤）
資本家（株主）
家族への送金

買い物や通院等に
よる域外消費

まちの中まちの外

販売

まちの外に投資

お金の流れ

注）公的部門のフローは描かれていない

生産

分配

支出

まちの経済循環（経済の三面等価）

もらった所得（給与）、会社
の利益をどう使う？

所得から生まれる
投資需要

岡山大学中村良平著書「まちづくり構造改革」より抜粋

モノ

カネ

カネ

モノ

１

２

３

カネ

カネ

カネ
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まちの外



得られた所得は地域内で循環しているか

（１）どこで消費しているか

①域外の大型量販店で消費

②インターネットで消費

※これはYahoo や楽天本社等の収入 ⇒ つまり東京の企業所得

③大型スーパーで消費

※売上金の多くは市外の本社へ送金され本社のある市の企業所得となる

（２）所得の空間移動

①本社機能のない誘致型工場だと、経理上、出荷額の一部が本社へ

間接費用として計上される

②子供への仕送り

（例）60万円/年×延べ1,000人（250人×４学年）＝6億円

（例）東京の大学

※学費・家賃・食費・交際費等、東京で消費。⇒東京の企業所得

地域経済の好循環のポイント
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姫路市外
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姫路市内

４０万円

地元小売り
スーパー
６４万円

（40+24万円）

農家・牧場

販売６０万円

所得 仕入れ

２４万円 ３６万円

２４万円

６０万円

レストラン

販売１００万円

所得 仕入れ

４０万円 ６０万円

観光客

１００万円

観光客が姫路市内のレストランで食事をする
（消費・仕入れの全額を市内で購入する場合）
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３０万円

姫路市内

姫路市外

観光客

２０万円

１００万円

市外の
農家・牧場

市外の
大型量販店

インターネット

（通信販売）

スーパー
本社

１０万円 大型スーパー
２６万円

（20+6万円）

３万円

市外に
住む子ども

従業員が所得を
生活費として仕送り

売上金を送金

６万円

６万円

３０万円

農家・牧場

販売３０万円

所得 仕入れ

１２万円 １８万円

２０万円 レストラン

販売１００万円

所得 仕入れ

４０万円 ６０万円

観光客が姫路市内のレストランで食事をする
（消費と仕入れの半分を市外から購入する場合）

１

２

３

４

５

６



11

姫路市内

ファン

グッズの購入

ホテルに宿泊お土産の購入

施設の入場料

飲食店での飲食
電車・バス

ヴィクトリーナ姫路 ハリマアルビオン

ファン



域内で得られた所得が流出すれば

☞域内経済が停滞（需要が減少）

☞生活関連サービスが縮小

☞雇用（就業機会）が減少

流出を防ぐ魅力ある街づくりが必要
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